
平成２８年度 
ひらめき☆ときめきサイエンス～ようこそ大学の研究室へ～KAKENHI 

（研究成果の社会還元・普及事業） 
実   施   報   告   書 

ＨＴ２８１２９ 作って学ぶ考古学の世界～縄文時代貝製腕輪の製作と着装方法の復元～  

開 催 日： 

実 施 機 関： 

（実施場所） 

実施代表者： 

（所属・職名） 

受 講 生：  

関 連 ＵＲＬ： 

平成２８年８月 ６日（土） 

平成２８年８月２０日（土） 

明治大学 

（駿河台キャンパス） 

阿部 芳郎 

（文学部・教授） 

小学生２１名，中学生７名 

【実施内容】 

１． 受講生に分かりやすく研究成果を伝えるために，また受講生に自ら活発な活動をさせるためにプログラム

を留意，工夫した点 

・学生，大学院生を実施協力者として補助にあたらせ，作業を通じて会話ができるように配慮した。実際

に，受講生から実施協力者に，この研究を行おうとしたきっかけを質問したりする姿等が見られた。

・考古学という学問がさまざまな科学知識から成り立っていることを理解できるように，国語・算数・理科・

社会の各科目との関係性について逐次解説を加えた。

・修了証書に，受講生自ら「受講して印象に残ったキーワード」を記入させることで，本プログラムへの理

解を深めるよう工夫した。

・保護者を製作実験に参加させることにより、親子での共通の体験の場を設けられるように配慮し、共通

の体験ができるように環境を整備した。

・貝輪以外の出土遺物を実際に手に取り観察する時間を設け、考古学の魅力が体感できるようにした。

２． 当日のスケジュール（1 日目，2 日目とも同一日程） 

9:30～10:00 受付開始(駿河台キャンパス) 

10:00～10:30 ガイダンス 科研費およびプログラムの説明 

10:30～11:00 遺跡出土貝輪および素材貝の観察［PP を用いた解説］ 

11:00～12:00 貝輪製作実験開始・分析室見学 

12:00～13:00 お昼休憩 

13:00～15:00 貝輪実験つづき 

15:00～15:30 クッキータイム＆後半の分析説明 

15:30～16:30 貝輪のサイズ計測と入力・データの解析と討論 

16:30～17:00 修了式（未来博士号授与・アンケート記入・回収），終了・解散 

17:00～17：30 片づけ・撤収 

３． 実施の様子（図，写真等を用いてわかりやすく記入してください） 

 まず、映像を用いて縄文文化の特徴（環境の変動や社会の特質など）について平易に解説を加えた。そのう

えで、縄文時代における身体装飾の特質を解説した。 

このことは貝輪という装身具をただ単体で考えるのではなく、それを用いた社会や人物などを考察することに



 

よって見えてくる縄文社会の特質を理解するために重要である。この点

が本プログラム申請の基盤となっている科学研究費の成果でもある。 

また貝輪製作実験の終了の後に第 2 部の解説として遺跡から出土した

貝輪着装人骨とその性別・年齢・身長の形質的特徴と貝輪のサイズ（腕

に通す穴の円周長）を計測し、その特徴についても解説し、各自の製作・

着装する貝輪の大きさの意味を考えるための情報を提供した。 

 そして製作した貝輪の穴の内周長をキルビメーターで計測し、出土貝輪

のデータと比較し、その傾向について議論した。実際に製作した貝輪と出

土人骨の着装していた貝輪の穴の大きさには明確な違いが指摘できた。

それは参加した子供が製作し着脱できた貝輪はいずれも出土人骨の貝

輪よりも大きいということである。 

その理由について各人と議論し、現代人と比べると平均身長が 20 ㎝

ほども低いことによって示される形質的な違いにあることに気付かせた。 

また休憩時間を中心にして遺跡から出土した土器や石器などの各種

遺物を実際に手に取り観察できる機会を設け、考古学の扱うさまざまな

資料についても理解できるように配慮した。 

 最後のまとめとして、製作実験とそこから見えてくる事実の理解・説明に

は小・中学校の基礎的な科目にすべてがつながることを解説し、科学研

究のために必要な統合的な考え方とその特徴について解説をおこない、

修了証書を授与した。 

 

 

 

４． 事務局との協力体制 

  研究知財事務室が，大学ホームページでの広報活動，受講生募集，受講生への連絡，委託費の管理，日

本学術振興会との連絡調整，提出書類の確認，支出報告等を行い、きわめて迅速にプログラムを実施する

ことができた。 

５． 広報活動 

大学ホームページにより募集を募った。参加応募の受付は順調で、ほぼ 1 週間で満席となった。ポスター

等の準備も考えたがその必要はなかった。 

６． 安全配慮 

  受講生１人または２人に対して実施協力者（大学院生，大学生）を配置し，安全面に常に目が行き届くよう

に配慮した。また，参加者には全員保険に加入させた。   

７． 今後の発展性，課題 

受講生の中には継続的なプログラムへの参加を希望する参加者が多数いる。2 年～3 年の継続的なプロ

グラムを作ることにより、参加者の興味をより専門的に深めることができるのではないかと思う。学内的な

予算措置や、科学研究費の中にプログラムを導入するような枠組みを考えるのも 1 つの方法であろう。 

【実施分担者】 

須賀 博子   明治大学日本先史文化研究所 研究推進員 

【実施協力者】      8  名 

【事務担当者】  野村 晶子，松原 舞 研究推進部 研究知財事務室・事務職員 

写真１ プログラムの全体説明 

写真 2 貝輪の製作実験の指導 

写真 3 修了証書の授与 


